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この点検・評価報告書は、図書館法（昭和２５年４月３０日法律第１１８号）第７条の

３に基づき、吹田市立図書館の運営の状況について自己評価を行うとともに、図書館協議

会による外部評価をいただいて作成し公表するものです。 

 

吹田市立図書館は、「吹田市立図書館基本構想」（平成２５年４月策定）を策定し、平成

２５年度（２０１３年度）から１０年間の図書館活動の指針を明らかにしています。その

第２章３のサービス計画の中で３つの基本目標を設定しています。この基本目標に沿って

作成したアクションプラン（別表）の課題と各事業について自己評価と外部評価を行いま

す。 

吹田市立図書館の３つの基本目標 

 

基本目標 １ 地域の情報拠点として、いつでも、どこでも、だれにでも、役

立つ図書館サービスを目指します。 

 

基本目標 ２ 生涯学習を支援して、仕事や暮らしを豊かにする図書館サービ

スを目指します。 

 

基本目標 ３ 子育てや学校の支援を通して、子どもの健やかな成長に役立つ

図書館サービスを目指します。 

 

  

評価の基準 

A 計画どおり取組みを実施し、目標を上回る成果があった。 

B 目標どおり取組みを実施し、一定の成果をあげた。 

C 取組みを実施したが、十分な成果をあげることができなかった。 

D  実施できていない。課題の整理、計画の見直しが必要である。 

この基本目標とその取組みごとに、図書館の自己評価をするとともに、図書館協議会より

外部評価を得るものとします。 

〔凡例〕 

※文中網掛け部分は、「平成２９年度（２０１７年度）吹田市立図書館の基本方針と目標」

【主な事業の計画】に掲載しているものです。 

※文中、表に示している図書館名は次のように省略しています。 

 中央図書館→「中央」、千里図書館→「千里」、千里図書館北千里分室→「北千里」、さん

くす図書館→「さんく」、江坂図書館→「江坂」、千里山・佐井寺図書館→「ちさと」、千

里丘図書館→「千里丘」、山田駅前図書館→「山駅」、山田駅前図書館山田分室→「山田」 
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基本目標 １ 

地域の情報拠点として、いつでも、どこでも、だれにでも、役立つ図書館サー

ビスを目指します。 

 

取組み１ 図書館施設及びサービス網の整備 

（１）中央図書館の充実（再整備） 

 ア 中央図書館の整備計画策定を目指し、関係部署との調整を図る 

   市の施設の維持管理と適正化を目指した吹田市公共施設最適化計画推進委員会作業

部会において老朽化した施設の再整備の議論がされています。 

   図書館については耐震診断の実施が認められ、２９年度に予算化されました。その

結果を以て耐震と改修工事が実施されることになりました。 

 イ 新・中央図書館建設時に書庫機能の整備を図る 

 

（２）図書館利用不便地域の解消 

 ア 岸部地域への施設整備を行い図書館サービス網の完成を図る 

健都（北大阪健康医療都市）内での図書館整備を進めています。 

 イ 自動車文庫の活用 

   利用不便地区への巡回の継続 岸部、青葉丘、南吹田 

       

（３）図書館の広域利用促進 

 ア 北摂地域全体の広域相互利用の実施 

  平成２９年７月から北摂７市３町での図書館広域利用が始まりました。 

（ア） 豊中市（試行） 

豊中市との広域利用統計 

 平成２８年度 平成２９年度（4～6 月） 

延利用者数（人） 貸出冊数（冊） 延利用者数（人） 貸出冊数（冊） 

豊中市民利用 １０，６４２ ２２，７７８ ２，４６０ ５，３３３ 

吹田市民利用 １２，１０２ ３２，８８２ ３，２１２ ８，９６２ 

(イ)摂津市（試行） 

 平成２８年度 平成２９年度（4～6 月） 

延利用者数（人） 貸出冊数（冊） 延利用者数（人） 貸出冊数（冊） 

摂津市民利用 ５，４８５ １５，３６８ １，３０１ ３，６８２ 

吹田市民利用 １，５９４ ５，７７８ ５８４ １，８１６ 

 

イ 大阪市との広域利用（試行） 

平成２６年７月から大阪市民がさんくす図書館を利用しています。 
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 平成２８年度 平成２９年度 

登録者数（人） 貸出冊数（冊） 登録者数（人） 貸出冊数（冊） 

大阪市民利用 ３７６ ７，３０７ ４９６ ６，７００ 

吹田市民利用 １，２０７ ４２，９４９ １，１４１ ４２，２８４ 

 

取組みに対する 

【図書館の自己評価】   

 

           図書館の自己評価 

      Ａ 
 

〔成果１〕図書館協議会から答申をいただいている中央図書館の再整備については、施設

維持の検討材料となる耐震診断が行われました。 

〔成果２〕北大阪健康医療都市内の健都レールサイド公園での図書館整備が進んでいます。 

〔成果３〕平成２９年７月より北摂７市３町で図書館の広域利用が始まり、それぞれの市

から来館がありました。 

〔課題１〕老朽化の進む中央図書館の再整備については、耐震診断の結果を以て、耐震化

工事改修工事が実施されることになります。できる限り使いやすい施設改修を目

指します。 

〔課題２〕隣接都市の大阪市との広域利用は現在、さんくす図書館で実施しています。要

望の多い江坂図書館での実施をめざします。 

 

【図書館協議会の評価】 

 

             協議会の評価 

         Ａ 
 

〔成果１〕（仮称）建都ライブラリーの建設が進んでいる。吹田市立図書館ネットワークの

拠点として、明確に位置付けられたことは、長年地区図書館の建設を望んでいた

岸部地区の住民にとっても、誠に喜ばしい。 

〔成果２〕吹田市立図書館協議会は平成２７年１１ 月２４ 日「吹田市立中央図書館の再

整備のあり方について」答申をした。中央図書館耐震工事が決まった。整備計画

策定を目指して着実な第一歩として評価したい。 

〔成果３〕北千里小学校跡地複合施設整備についても庁内、地元との協議が進んでいる。
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小さいながらがんばっている北千里分室の今後に期待したい。 

〔成果４〕北摂地域と大阪市、近隣都市の広域利用も着実進み、近隣市民を含め、全体に 

とって利用の便がおおいに高まった。 

〔課題１〕（仮称）健都ライブラリー開館、また北千里地域の施設整備にあたっては地域住 

民の希望を十分に生かして欲しい。吹田市行政の中で、中央図書館の再整備の議 

論が高まって欲しいと期待している。そのためにも、各地域図書館のより一層の

サービス向上に努力して、市民の図書館への期待と支持を得られるようご努力を

いただきたい。 

〔課題２〕千里図書館と北千里分室は座る場所が少ないので、落ち着かない。千里ニュー

タウンは新しい世帯も増えつつあるので、町の住民構成も変化している。今後開

館予定の図書館では、「居場所として」くつろげる空間を望みたい。千里ニュータ

ウンプラザ内の多様な施設との連携が目指されているので、生涯学習の拠点とし

ての役割を強めて欲しい。 

 

取組み２ 利用促進 

（１）年間貸出冊数の目標達成   

平成２９年度個人貸出点数 

実績 ３，５４９，７２４点 目標値 約３９２万点 

   平成３４年度末に人口一人あたり１２点を目標に掲げ、約４３２万点の貸出を目指

しています。平成２９年度の目標は約３９２万点で、目標への達成率は９０．６％

でした。ＩＣタグを利用した図書館システムの導入により自動貸出機、返却機、予

約照会機、予約棚、ゲートを運用しています。図書館のスタッフの手を経ずに資料

の借出しをすることでプライバシー保護の向上と運営費用の削減につながっていま

す。 

 

（２）広報、情報発信機能の推進 

  ホームページコンテンツの充実とＳＮＳ利用で情報発信機能の向上を図る。 

   公式アカウントによる Facebook、Twitter での情報提供を続けています。 

ホームページにおいて児童向けや地域資料のコンテンツの充実を図るとともに、各

ページの使い勝手の向上を目指しました。 

 

ホームページアクセス推移  （件数） 

 平成２８年度 平成２９年度 

蔵書検索  ６，００８，０７７ ６，４４１，９９７ 

携帯版 １７，０１６ ２２，４１１ 
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ＳＮＳ投稿件数 （件数） 

 平成２８年度 平成２９年度 

Facebook   ５２０ ５３２ 

Twitter ７３８ ６２８ 

 

 

（３）来館困難な人へのサービス 

 ア 郵送貸出の実施 

   障がい者で図書館への来館に困難を伴う方々への郵送貸出をしています。 

 イ デジタルデータの公開を行う 

   地域資料等のデジタル化とホームページで写真や新聞記事見出し索引、地域件名等

のデータベースの公開をしています。 

 

 取組みに対する 

【図書館の自己評価】   

 

             図書館の自己評価 

         Ｂ  

 
〔成果１〕貸出点数は目標点数に達しませんでしたが、利用者一人あたりの貸出点数は昨

年度に続き５０点を超えており自動貸出機の導入による、利便性の向上の成果が出

ているものと思われます。 

〔成果２〕Facebook、Twitter、メールマガジンでの情報提供を実施しています。Facebook

では写真を使った行事報告や、最寄りの図書館に興味を持ってもらえるよう自館の

ＰＲ記事と、周辺の地域の話題なども館ごとに月１回のペースで掲載しています。  

  Twitter では、おすすめの資料、本日あるいは近日中の開催行事を日替わりで紹

介することで、読みたくなる、行きたくなる仕掛け作りを続けています。 

システム更新時に一度下がった「メールマガジン」や新着図書お知らせサービ

スの利用件数が回復し、前年度より大幅に増加しました。「メールマガジン」登録

数は過去最高になっています。 

〔課題１〕ＳＮＳについては投稿数の回復を目指していましたが、今後はリアクションの

増加を意識して目指していきます。 

〔課題２〕現在の登録者数に対する利用者数は６２％程度となっているためリピート率を

高める仕掛けづくりが必要と考えます。 
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〔課題３〕読書離れ活字離れが言われる中、新規登録者を増やす取組みを考えていきます。 

 

【図書館協議会の評価】 

 

             協議会の評価 

 

 

 

 

〔成果１〕館外貸出数は大阪府内市立図書館の中でもトップクラスにランクされている。

特にアクセスの良い、千里図書館、山田駅前図書館はよく利用されている。利用

者の利便性を考え、サービスされていると思う。ＩＣタグ導入による予約・貸出・

返却など利用者にも定着してきた。 

メールマガジンでは「新刊紹介」や「調べ物手伝います」では、図書館らしい

情報が発信されている。Facebook、 Twitter での情報発信は画像やすいぽん等と

ともに親しみやすい頁になっている。 

〔成果２〕Twitter は最新の情報を提供していて面白い。情報の幅がずいぶん広くなって、

思いがけない情報に出会えることがある。防災情報など発信されていて、市民に

必要とされている情報が発信されている。Facebook も市民参加のいろいろな活動

が発信されている。 

〔課題 1〕自動貸出機の導入は、とても便利でカウンターで待たず貸出を済ませるのが利点

だが、予約棚で予約本を見つけにくい人がいらっしゃるのが気になる。十分な対

応と、もう少しわかりやすい棚づくりを望む。子供たちにとっては、カウンター

の司書との対話が読書にもつながることを考えると、できるだけ対話ができる環

境づくりが大事と思われる。 

〔課題２〕新規の利用者を増やすための仕掛けづくりは課題である。おもしろそう、行っ

てみたくなる、などそれぞれの目的が違うのは当然だが、雑誌コーナーや話題本

の充実、座り心地のいい椅子の配置とか、明るい館内、話かけやすいカウンター

など、居場所としての魅力的な図書館づくりを望む。 

〔課題３〕ＳＮＳに関しては、どれだけ発信したかという量の評価も大事だが、今後はど

れだけ読まれたか、どれだけ拡散したかという質の評価も重視してほしい。 

 

取組み３ 資料と情報の提供 

（１）成人サービス 

 ア 読書情報の提供（おすすめ本やパスファインダー等） 

   読書の楽しみを知ってもらうために各館で特設コーナーを設置し、本の紹介をして

Ｂ 
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います。設置に合わせて、リストの作成などを行いました。また、文学賞受賞や作

家の訃報などの時事に合わせたミニ特設を設置しています。平成２５年度から

Twitter によるおすすめ資料「今日の 1 冊」の紹介をしています。千里丘図書館では

「今日の 1 冊」のコーナーで実際に本を手に取ってもらえるようにしています。 

調べもの支援のため各種のパスファインダー(※)を作成し、各図書館で設置していま

す。  ※パスファインダー：テーマ別の課題解決のための調査方法案内（図書リス

トを含む） 

  イ 各種図書館講座の充実と文化行事の実施 

平成２９年度成人向け講演会等行事参加人数 

実績 ３，２８７人 目標値 ５，０００人 

                         ※リサイクルフェアを除く 

【成人向け講演会等行事参加人数内訳】   

 中央 千里 さんく 江坂 ちさと 千里丘 山駅 計 

回数 ２０ ２９ ９ １０ １５ ２７ １９ １２９ 

人数 ４６６ ９２０ ４１５ ８７５ ２５０ ２１７ １４４ ３，２８７ 

 ※北千里分室は千里図書館に、山田分室は山田駅前図書館に含めます。 

ウ 行事の開催等による新規利用者の獲得 

   昨年度に引き続き医療情報講座を企画しました。利用者参加型行事として千里丘図

書館で作品展示を利用されている方を講師として講座を開催しました。千里図書館

やさんくす図書館の多目的室を利用した写真展示会が好評でした。文化スポーツ推

進室との連携事業で運動講座を実施し、各館で好評を得ています。 

（２）レファレンス事例や地域資料データベースの充実 

 ア レファレンス（調査回答）件数    

 中央 千里 さんくす 江坂 ちさと 千里丘 山駅 計 

一般 ２，８４２ ２，８４９ １，６５９ １，４１５ １，８７９ １，１９４ ２，１００ １３，９３８ 

児童 ５１１ ３８０ ８１ ４１８ ３３８ １４５ ３５６ ２，２２９ 

計 ３，３５３ ３，２２９ １，７４０ １，８３３ ２，２１７ １，３３９ ２，４５６ １６，１６７ 

                      平成２８年度受付件数 ２９，１１１件 

※平成２９年度より件数カウントの方法を変更し、クイックレファレンス（書架案

内や簡単な調査）の件数は含みません。 

※北千里分室は千里図書館に、山田分室は山田駅前図書館に含めます。 

 イ レファレンス事例のデータベース化 

   吹田市立図書館で調査回答したレファレンス事例を国立国会図書館のレファレンス

協同データベースに登録、公開しています。今後も研修に努めレファレンス能力の

向上に努力していきます。 
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 ウ 地域資料の収集保存とデータベース化 

   地域資料増加冊数       ３４７冊 

   新聞等地域件名データ新規作成件数 １，６６１件 

 エ 大学図書館や類縁機関との連携 

   類縁機関、大学などに閲覧、複写希望の方の紹介状を発行しています。 

   大学との連携協力に関する基本協定に基づき、各大学との連携を行います。 

   大学図書館の市民利用登録の広報に協力しました。 

   大和大学の共同研究「公共図書館における知的障がい者のための合理的配慮のあり

方に関する研究」に協力し講座の開催等に取り組みました。 

（３）行政支援サービス 

 ア 公用貸出冊数（市職員への業務用貸出数） 

   平成２９年度   ５０冊  

 イ 行政向けの政策立案支援サービス 

   行政職員向け新着図書案内サービスを毎月行い、問い合わせも少しずつ増え、１９

件の調査相談に回答しました。今後も本庁に向けて政策立案支援サービスをより積

極的に周知することで、利用促進に取り組みます。 

 ウ 連携事業 

   環境部の依頼で講演会に合わせて講師の著作や生物多様性に関連する資料展示を実

施し、ＳＮＳでも講演会と著作の紹介の情報発信に取り組みました。 

（４）児童サービス 

 ア 各種図書館講座の充実と文化行事の実施 

平成２９年度児童向け行事参加人数  

実績 １１，０９０人 目標値 １９，０００人 

  

 【児童向け行事参加人数内訳】 

 （ア）おはなし会（「ブックスタートのひろば」「おひざで絵本」をのぞく） 

 中央 千里 北千里 さんく 江坂 ちさと 千里丘 山駅 山田 計 

回数 141 93 20 106 53 47 28 74 7 569 

人数 1,139 701 85 606 337 340 126 659 172 4,156 

  

（イ）子どもと本のまつり、おたのしみ会、一日図書館員、その他 

 中央 千里 北千里 さんく 江坂 ちさと 千里丘 山駅 山田 計 

回数 63 24 13 22 15 33 25 32  8 245 

人数 1,411 633 498 861 272 1,582 557 920 200 6,934 

                           BM ３回１５１人 
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イ 図書情報の提供 

平成２９年度冊子発行部数 （ＹＡ向け冊子「てくてく」を含む） 

実績 １７，２０４部 目標値 １３，０００部 

  

【情報提供冊子発行部数内訳】 

（ア）「おめでとう１年生」配付部数       ４，２０４部 

 （イ）「もうよんだかな？‘１７（第４３号）」   ８，５００部 

   ※「おめでとう１年生」は、市立小学校の１年生全員に利用案内やおすすめ本の紹

介の載ったリーフレットを配付し、各図書館で４月に特設コーナーを設置して

います。 

    「もうよんだかな？」は、４、５歳から小学校高学年を対象に、前年に出た本の

なかからおすすめの本を図書館の司書が選び冊子にして紹介しています。ミニ

版は市内小学生全員に配付しています。夏休みに特設コーナーを設置していま

す。 

 （ウ）児童向けホームページ 

     平成２８年２月に公開しました。子ども向けのレファレンスや図書館の使い方

の説明など充実させました。 

（５）ヤングアダルト（YA）サービス           ※中高生世代向けサービス 

ア 主な取組み 

各館とも、ＹＡ向きのテーマを決めた特設コーナーを設置し、・仕事や職業…中央、 

千里、さんくす、江坂、山田駅前 ・又吉さんのおすすめの本…ちさと、さんくす  

・ＬＧＢＴ…ちさと などテーマに沿った展示を行いました。 

・中央図書館      ＹＡサポーターの運営による「チャレンジ」をテーマとし

たビブリオバトルの開催 

・さんくす図書館    ＹＡ特設コーナーに「１０代オモシロイ本掲示板」を設け

て、ＹＡ世代が本の紹介ポップを投稿し、図書館がコメン

トをつけて掲示 

  ・千里山・佐井寺図書館 ＹＡサポーターによる英語の絵本の読み聞かせ 

イ ＹＡサポーター行事参画状況 

中高生世代の行事参加人数 

実績 ５９人 目標値 ４０人 

【行事参加人数内訳】 

（ア）ＹＡサポーター活動状況 

    中央図書館      １０回  参加のべ人数 ４５名 

    千里山・佐井寺図書館  ４回  参加延べ人数  ８名 

    山田駅前図書館     ５回  参加のべ人数  ６名 
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 （イ）ＹＡビブリオバトル実施 

    中央図書館    ７月２３日  参加人数   ２２名 

        ※参加人数には成人を含みます。 

 （ウ）参加型企画 

    ＹＡ向け冊子「てくてく」表紙イラストカット募集       １８点 

    ＹＡ向け冊子「てくてく」吹田のＹＡが選ぶおススメの本     ５１点 

    １０代オモシロイ本掲示板                    １５点 

ウ ＹＡ向け冊子「てくてく」「サポーター通信」の発行 

   「てくてく」平成２９年度（第３３号）  ４，５００部 

   ※「てくてく」は、中高生世代を対象に、前年に出た本のなかからおすすめの本を

図書館員が紹介するとともに、吹田市の中高生世代によるおすすめ本の紹介とイ

ラストなども掲載している冊子です。ミニ版（ダイジェスト版）は、市内中学生

全員に配付しています。夏休みには各図書館で特設コーナーを設置し、応募原稿

の全館巡回展示をしています。 

 

取組みに対する 

【図書館の自己評価】              

 

図書館の自己評価 

         Ｂ 
 

〔成果１〕中央図書館と山田駅前図書館で中高生サポーターを募集し、ビブリオバトルな

どの行事の取組みや、応募してもらった作品の巡回展を行って同世代の興味を喚

起しています。中高生世代の利用を増やす取組みとして、図書館を体験すること

のできる職業体験の受入れ方法を工夫して成果をあげています。 

〔成果２〕新聞記事の見出しや地域件名データを市民がインターネットを通じて検索する

ためのデータの追加更新をボランティアの力も借りながら続けています。 

〔成果３〕児童向けのパスファインダーを作成しました。 

〔成果４〕学校への団体貸出しをスムーズに行うため「ごりまる便」や「ごりまる学校訪

問」「もう読んだかなセット」の申込みをインターネット化し利便性を向上させま

した。 

〔課題１〕市民を資料に結び付ける機会を提供するために行う行事等の参加人数は目標値

に達していません。一人でも多くの人に本との出会い、人との出会いの場を提供

し、その後の図書館利用につながるような取組みを企画します。 

〔課題２〕調べもの支援のためのパスファインダーについては、今後分野を増やしていく
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予定です。児童向けについてはパスファインダーのＰＲと分野を増やしていくこ

とが課題です。 

〔課題３〕学校への団体貸出しの受付のインターネット化と学校への定期連絡便の運行の

実施が課題です。 

 

【図書館協議会の評価】 

 

             協議会の評価 

             Ｂ 

 

〔成果１〕ＹＡ向け冊子「てくてく」をはじめ、取組みの難しいＹＡサービスもがんばっ

ている。 

「てくてく」掲載の若い人の描いたイラストがホームページのＹＡのページで

見ることもうれしい。 

     「調べもの相談」では「国立国会図書館レファレンス協同データベース」にア

ップされたレファレンスの事例が多く掲載されていて、市民が「こんなことも図

書館で調べてくれるんだ。」と知ることができる。吹田市立図書館が国会図書館や

大阪府図書館につながっていることが分かる。 

     パスファインダーも「療養・介護」など身近な主題で、配布され、ホームペー

ジでも見ることができる。 

     行政職員向けの情報支援が徐々に定着してきている。各行政部門での政策立案

や企画にも図書館員の情報力が信頼されるように進めていただきたい。 

     吹田の歴史や今を知る資料の収集・整理などと写真展開催など、図書館らしい

積極的な取り組みが進められている。 

〔成果２〕児童向け冊子「もうよんだかな」や、ヤングアダルト向けの「てくてく」はと

ても評判がよい。個人的にもよく利用している。ＹＡのサポーター活動も評判が

よい。 

〔課題１〕学校への支援の重要なのは要求の素早い対応と物流の確保だ。学校への定期連

絡便運行の実施については、学校現場で「連絡便があったら、もっと活用できる

のに。」という機運づくりが必要だろう。学校現場が忙しく、先生方も余裕がない

のは分かるが学校図書館を活用した学習の取組みが大きな成果を生むことの理解

を広めて欲しい。 

〔課題２〕ヤングアダルトコーナーについてもう少し充実してほしいです。特に中央図書

館は自習室があるので、そこを利用する彼らが使えるコーナーとしても充実させ

てほしい。ＹＡ世代は余り目につくのはいやがるので、そこは配慮して、例えば、
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仕切りをするなどの工夫はいる。改修後に期待している。 

〔課題３〕多くの方が参加できる行事やイベントをヒントにして、より人が集まってきや

すい取組みを展開していく必要がある。 

〔課題４〕読書情報の提供では、Twitter 等での書評を図書館実習生等若い人にお願いした

ら、図書館と利用者のやり取りが生まれるのではないか。 

 

基本目標 ２ 

生涯学習を支援して、仕事や暮らしを豊かにする図書館サービスを目指します。 

 

取組み１ 施設や地域との連携 

（１）男女共同参画センター情報ライブラリー、平和祈念資料館などとの連携 

   横断検索や返却本の受付を行い、相互の施設で行事案内をしています。 

（２）児童会館・児童センターとの連携 

   図書館の保存年限を過ぎた子育て雑誌を移譲し、有効活用を図っています。 

（３）他部局との連携 

   文化スポーツ推進室との連携事業の運動講座が好評でした。 

（平成２８年 ２５回 ３２３人 平成２９年 ７回 １０８人参加） 

公民館等へ講師派遣をしています。 

   千里図書館では千里丘市民センターの依頼により防災イベントで防災に関する資料

リストを作成しパネル展示に協力しました。 昨年に引き続き都市計画部と豊中千

里ニュータウン連絡会議と連携し写真展とフォトトークイベントを開催しました。

また、地域経済振興室と連携して「起業コーナー」を設置しました。「起業」に特化

した選書と雑誌パンフレットの展示を行っています。 

 （４）吹田市出前講座の充実と活用 

 平成２９年度出前講座等講師派遣実施件数 

実績 ３４件 目標値 ６件 

                            平成２８年度２３件 

 

【出前講座等講師派遣内訳】 

 中央 千里 北千里 さんく 江坂 ちさと 千里丘 山駅 山田 計 

回数 6 7 0 4 2 5 3 6  1 34 

人数 125 121 0 221 48 495 48 67 20 1,145 

図書館出前講座メニュー数  １０講座  

（５）地域との連携 

ア 各図書館で児童サービスコーナーに地域の保育所や子育て関連施設のパンフレット、 

逐次刊行物を置くほか市内施設案内パンフレットや催し物に関するチラシなどを設
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置して地域情報の共有に努めました。 

イ 地域の公民館や自治会、隣接する施設に行事等の案内を配布し、図書館利用の促進

に努めました。 

 

取組みに対する 

【図書館の自己評価】   

 

           図書館の自己評価 

Ａ 
 

〔成果１〕出前講座や連携講座等の実施で図書館へのアピールにつなげています。 

〔成果２〕吹田市の他部局との連携をさらに進めるため、各種の依頼にはできるだけ応え

るようにして信頼できる施設としての位置づけを確かにするよう努めています。

庁内ＬＡＮへの掲載の効果もありコラボ企画も持ち込まれるようになっています。 

 

【図書館協議会の評価】 

 

 

 

 

 

〔成果１〕市民の大きな関心である健康講座が活発に行われている。文化スポーツ推進室

との連携の成果だ。防災のイベントも地域との連携、市民の参加があって生きた

サービスになってる。 

     地域の公民館や自治会、隣接する施設に行事等の案内を配布する努力は大切だ。 

    市役所庁内ＬＡＮへの掲載は積極的なサービスとして活用されている。 

〔課題１〕情報提供をしたり、行事に参加した利用者、行政職員、児童から意見や評価を

聞いて、今後の取組みの展開を考えていく必要がある。 

〔課題２〕他部局との連携では、図書館の活動を市役所内でも理解してもらいつつ、コラ

ボして、図書館事業をさらに推し進めてほしい。 

 

取組み２ 自己実現の援助 

（１）ボランティア活動の推進 

 平成２９年度ボランティア総数  

実績 ５７５名 目標値 ７８０名 

協議会の評価 

Ａ 
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  ※目標値は平成３４年度に１，０００名登録を目標に、年４５名増を目指しています。 

ア ボランティア登録状況  ２４団体５７５名（達成状況７８％） 

    ※平成２８年度 ボランティア登録状況 ２５団体 ５６９名   

 イ ボランティア養成状況 

 （ア）児童サービス関係 

   ・ブックスタート等のためのお話ボランティア養成講座 ６回 延人数 ９６人 

   ・ブックスタートのためのお話ボランティアスキルアップ講座 １回 ５１人 

   ・ブックスタートのひろばとおひざで絵本のためのお話ボランティアスキルアップ

講座 ２回 ９２人 

 （イ）障がい者サービス関係 

   ・音訳対面朗読ボランティア養成初級講座 １１回 延人数 １１９人 

   ・音訳対面朗読ボランティア養成中級講座 １０回 延人数 ５１人 

   ・音訳対面朗読スキルアップ講習会 ８回 延人数 ３９人 

   ・デイジー図書製作・編集・使い方講座、プレ講座 ９回 延人数 ５９人 

   ・点訳ボランティア養成初級講座 １０回 延人数 ８５人 

ウ 主なボランティア活動状況 

【イで養成したボランティアと説明会に参加して図書館に登録した図書館フレンズの

活動状況】 

   

 【図書館フレンズ活動回数内訳】 

 中央 千里 北千里 さんく 江坂 ちさと 千里丘 山駅 山田 計 

回数 ２６ ４０ ６ １５ １７ ７０ ３７ ２１ １２ ２４４ 

人数 ５０ ９３ ８ ４４ ３４ １６１ ８９ ４５ ３０ ５５４ 

 

（２）自己実現へ向けての動き  

    千里図書館で開催したさわる絵本づくり講座の受講生による「さわる絵本一歩の会」

が設立され、その後も活動を継続されています。 

 平成２９年度 平成２８年度 

ブックスタートのひろば実施回数 １，２２１回 １，２２１回 

おひざで絵本実施回数 ３８２回   ４４１回 

対面朗読実施回数 ７７５回   ６５１回 

音訳・点訳図書製作数 １５９タイトル  １１５タイトル 

図書館フレンズ活動回数 

（活動内容：イベント補助、館内装飾、

データ入力、地域資料整理、緑化） 

２４４回 

（延参加人数５５４人） 

  ２２２回 

（延参加人数４７３人） 
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（３）各事業への市民参画による企画立案 

   市民団体等の企画による行事 

図書館名 ボランティアグループ等の企画による実施行事 企画グループ等名称 

ちさと ちさと暮らしに役立つ講座 

かがくあそび 

吹田図書館ともの会 

江坂 江坂ロビーフェスタ 技芸精舎 

 

取組みに対する 

【図書館の自己評価】   

 

            図書館の自己評価 

 Ａ 
〔成果１〕ボランティアの登録人数は、高齢化等の影響でわずかに減少していましたが、

平成２９年度も前年度に引き続き障がい者サービス対応ボランティア登録者数が

増加しました。 

〔成果２〕市民団体等の企画による行事を主催、共催等で実施しています。また「図書館

講座じゅずつなぎ」では市民のニーズも考慮しながら吹田にゆかりのある人や地

域住民を講師に招いた講座を実施して好評を得ています。 

〔成果３〕図書館フレンズは平成２８年に比べ、登録者数・継続登録率とも減少しました

が、活動回数・延参加人数は増加しました。 

〔成果４〕平成２９年度、図書館フレンズの登録者にアンケートを実施し、活動について

は６５％の方から「とてもよい」「よい」とのご意見を多くいただきました。 

〔課題１〕ボランティア登録数が目標に達しません。人数を増やす事だけが重要ではない

ですが、養成講座修了者の登録促進や継続促進を続けます。 

〔課題２〕図書館フレンズのメンバーに実施したアンケートの御意見を活かし活動内容を

より一層充実し、登録者の定着を図ります。また、市民への図書館フレンズ活動

のＰＲに努めます。 

〔課題３〕催し物や各種講座等に企画段階から市民の意見を取り入れる仕組みづくりを目

指します。 

 

【図書館協議会の評価】 

 

               

          

協議会の評価 

Ａ 
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〔成果１〕図書館でのボランティア活動は図書館が市民と共に歩むための大きな柱だ。吹

田市立図書館では長年培われてきた協働関係がある。特に児童サービス、障がい

者サービスの面では大きな力となっている。さわる絵本の講座等、活動が継続さ

れている。市民団体の企画による行事が図書館で実施されるのも市民の中に図書

館が定着されていることを表している。今後の施設設計でも活かして欲しい。 

〔課題１〕図書館フレンズに参加してくださる方が自己実現できる取組みであり、息の長

い付き合いの中で図書館に対する市民の気持ちが深まっていると感じるので図書

館サービスの進展のためにじっくり育てて欲しい。 

〔課題２〕ボランティアから集めた意見に基づき、ボランティア活動の更なるブラッシュ

アップを図る。    

 

取組み３ 障がい者並びに来館困難者へのサービスの充実  

（１）視覚障がい者サービス 

 ア 対面朗読実施回数  ７７５回 

   ※平成２８年度   ６５１回 

 イ 音訳図書・点訳図書製作件数   １５９タイトル 

 （ア）テープ図書     １１タイトル   ※平成２８年度 １７タイトル 

 （イ）デイジー図書   １２１タイトル   ※平成２８年度 ８２タイトル 

 （ウ）点訳図書      ２７タイトル   ※平成２８年度 １６タイトル 

 ウ 音訳図書貸出件数  ３，８４３タイトル 

   ※平成２８年度  ３，３６８タイトル 

 エ 音声デイジー再生機（プレクストーク）貸出回数 １９回  

オ 平成２５年度からサピエ(※)に録音図書の書誌と点字図書のコンテンツを登録し、全 

国から利用されています。 

    ※サピエ（視覚障害者情報総合ネットワーク）：点字データや音声データの全国ネ

ットワーク。 

（２）来館困難者へのサービス  

 ア 自動車文庫による福祉施設等への貸出 １１施設 貸出冊数 ４，７０３冊 

                ※平成２８年度  １１施設  ４，８６０冊 

 イ 身体障がい者等への郵送貸出登録者数 １６人 貸出冊数１４６冊  

（３）聴覚障がい者サービス 

 ア 職員の手話講座受講 

 イ 講座への手話ボランティアの配置  １回 

 ウ 音声解説・日本語字幕付き映像資料のリストを作成 

（４）障がい児サービス 

   視覚障がいの児童へ小学校の読書活動支援者を通じて点字資料の貸出を行いました。 
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（５）その他障がい者へのサービス 

ア 「ユニバーサルコーナー」 （千里山・佐井寺図書館）を設置しています。中央図

書館、さんくす図書館では「やさしくよめるほん」のコーナーを開設しました。 

  ※「ユニバーサルコーナー」や「やさしくよめるほんコーナー」にはＬＬブック、

大活字本、点字図書、さわる絵本を特設しています。 

イ マルチメディアデイジー（映像つきデジタル録音図書）の利用拡大をはかるため各

図書館で利用体験ができます。 

  ウ LL 版の利用案内「ようこそ吹田市立図書館へ」をホームページでも公開しています。 

  エ 中央図書館では、知的障がい者を対象とした図書館ツアー（利用案内、館内見学）を

実施（試行）しました。 

 

取組みに対する 

【図書館の自己評価】   

 

             図書館の自己評価 

 Ａ 
〔成果１〕音声デイジー再生機の利用体験を全館で実施しました。再生機の貸出とともに

録音図書の貸出も増加しています。 

〔成果２〕来館困難者への郵送貸出事業を開始しました。 

〔成果３〕郵送貸出事業の開始にあわせ市報に図書館の障がい者サービス情報を掲載しま

した。 

〔成果４〕科学研究費助成共同研究「公共図書館における知的障害者のための合理的配慮

のあり方に関する研究」に参加して、知的障がい者を対象とした図書館ツアーや

ＬＬブックを中心としたわかりやすいほんのコーナーの設置などの取組みを行い

ました。 

〔課題〕市役所関連部局や各団体との連携をすすめ情報提供やサービスの利用を促進しま

す。 

 

【図書館協議会の評価】 

 

              協議会の評価        

 Ａ 
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〔成果１〕サピエへの録音図書と点字図書の登録は長年取り組んできた障がい者サービス

の成果として評価できる。全国から利用されて意義深い。。病院での読み聞かせボ

ランティアへの団体貸出など大切なサービスを広げている。 

〔成果２〕必要な活動をやっておられると感じました。 

〔成果３〕児童サービス、障がい者サービスについてはとてもいいサービスをされている

と思います。とくに障がい者サービスは、長年、ボランティアの方が熱心に携わ

っておられるので図書館との関係性も高いのだと思います。障がい者の方へのさ

らなるサービスを進めてください。 

〔課題１〕医療機関や高齢者施設の施設訪問など、他機関の連携には難しい点もあるかと

思うが、地域の中の図書館として、地道に取り組んで欲しい。マルチメディアデ

イジーの貸出も取り組んでいるので、福祉部門や学校教育との連携をとり、利用

を進めて欲しい。 

〔課題２〕障がい者への情報発信は、市役所関連部門や各団体との連携を強め、時間をか

けて進めて欲しい。          

  

取組み４ 特色あるサービス 

（１）ビジネス支援サービス 

   江坂図書館においては、関連資料の展示と有料データベース「日経テレコン」の提

供を継続し、ビジネス支援に特化した棚作りのための選書を行っています。千里図

書館では起業情報サービスを始めました。 

（２）多文化サービス                  

 ア 多言語による読み聞かせ等行事の実施    ※千里図書館及び江坂図書館で実施 

   平成２９年度多文化関係行事回数 

実績 ５回 目標値 ５回 

  

【行事等内訳】   

 （ア）英語でえほんを楽しもう！（千里図書館で実施）３回 ６１名参加 

 （イ）もっと知りたい！おとなりの国５ ベトナム（千里図書館で実施）  

１回 ３９名参加 

 （ウ）英語で母の日 （江坂図書館で実施）    1 回 ３４名参加 

 

 イ 外国語資料の充実 

外国語資料所蔵数   ５，７４３冊 

（３）健康・医療情報サービス 

保健センターの依頼により主催の講演会のテーマにあった本の紹介リストを作成提

供しました。千里図書館では、大阪府済生会千里病院の協力により「健康医療情報
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講座」を前年度に引続き実施しています。平成３０年度に、病院への読み聞かせボ

ランティアへの団体貸出しにつなげることができました。 

 

（４）就労・就業支援 

   さんくす図書館でコーナーを設置し、就職や仕事に役立つ資料を紹介しています。

資格試験の参考書や問題集、「ＪＯＢナビすいた」等の関連施設のパンフレットやち

らしを置いています。平成２９年度は特に利用の多い分野の資料の充実や古くなっ

た資料の更新を図りました。 

   ※「ＪＯＢナビすいた」は、吹田市に在住、在学、在勤の方を対象にした市の就労

支援センターです。仕事の紹介の他、就労のためのセミナーや相談コーナーなどが

あります。 

   中央図書館では就労や職業訓練に関するパンフレットやチラシ、新聞折り込み求人

広告を配置しています。 

 

（５）地域経済への貢献 

平成２９年度実施事業数 

実施事業数 ３ 目標事業数 ５ 

 【実施事業内訳】 

 広告事業などで地域経済の発展に寄与し資料の充実を図る。 

地域経済の活性化を目的として、平成２４年度から図書館の資料を貸し出す際に

発行する貸出レシート及びホームページに民間企業等の広告を掲載する事業を実

施しています。 

  （ア）レシート広告  ２９年度 応募なし 

    ※貸出の時にわたすレシートに広告を掲載しています。 

平成２４年５月から実施。 平成２８年度 ３社 ５４，０００円 

  （イ）図書館ホームページバナー広告 ３社 ６０，０００円 

    ※図書館のホームページに広告枠を設け掲載しています。 

     平成２４年１１月から実施  平成２８年度 ２社 ３９，０００円 

  （ウ）広告掲載物品の無償提供 

引き続き広告付きブックスタート用の袋の提供事業者募集を行い、応募条件の見

直し等も行ってきましたが、応募が無く実現していません。 

取組みに対する 

【図書館の自己評価】   

 

            

 

図書館の自己評価 

Ｂ 
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〔成果１〕千里図書館では英語による絵本の読み聞かせや外国文化を知る講演会を行い、

江坂図書館でも「英語で母の日」を開催しました。また、千里図書館と同じ施設

内の国際交流協会主催の多言語絵本の読み聞かせ会へ資料提供等の支援を行いま

した。講師依頼などで施設連携が進んでいます。 

〔成果２〕江坂図書館ではビジネス支援に特化した本棚を増やしました。特設コーナーの

場所も一般雑誌やパソコンの本の近くに変更し、より利用しやすくなりました。 

〔成果３〕広告事業については、掲載企業は地元企業が中心のため、ＰＲに一役買うこと

で、市内企業の後援に寄与するために引き続き取り組んでいきます。 

〔成果４〕「吹田保健所管内がん関係機関連絡会」で情報交換をした大阪府済生会千里病院

により、千里図書館で講演会を継続実施しています。 

〔成果５〕「療養・介護」のパスファインダー（調べものガイド）を作成し全図書館で設置

配布しています。パスファインダーはホームページでも公開しています。 

〔課題〕ビジネス支援は、地域の企業や市内で就労されている方に対して具体的に働きか

けていく必要があります。ガンバ大阪との連携事業については、市の文化スポー

ツ推進室が担当となっています。図書館では引き続き、ガンバ大阪についての資

料収集を続け、試合開催に合わせて関連資料の交換展示等に取り組みます。 

 

【図書館協議会の評価】 

 

              協議会の評価 

               Ｂ 

〔成果１〕多言語サービスの取り組みも国際交流協会などの連携の中で少しずつ進んでい 

る。ホームページも利用案内等は多言語対応にするなど、使いやすくなっている。 

江坂図書館を中心に進んできたビジネス支援サービスは「起業コーナー」が千里図 

書館でもとりくまれている。ビジネス資料やデータベースの充実が少しずつ進んで 

いる。「公共図書館に行けば、仕事に役立つ本がある。」という意味でも定着してき 

ている。 
〔成果２〕大阪府済生会千里病院の協力により「健康医療情報講座」や講演会等も取り組

まれている。市民の関心の高い分野なので続けて欲しい。 

〔課題 1〕個別には色々やっていると思うが、各館との比較でまとめられていない。館毎の

独自性を見るような評価方法にする必要がある。 

〔課題２〕多言語の読み聞かせは地道に続けていけば、在日外国人家族への広がりと、ニ

ーズが見いだせると思う。多文化サービスは国際交流の関係団体と連携を深めなが

ら広げて欲しい。 

〔課題３〕吹田市の財産であるガンバ大阪も吹田市行政の中でも重要性を増している。大
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阪万博とともに、ガンバ大阪の資料の蓄積は図書館らしい力を発揮すると思う。オ

リンピックを控えてスポーツ関連の資料もより広く、専門的なものが求められると

思う。 

 

基本目標 ３ 

子育て支援や学校の連携を通して、子どもの健やかな成長に役立つ図書館サー 

ビスを目指します。（「子ども読書活動推進計画（改訂）」の推進） 

 

取組み１ 子ども読書活動支援センター機能の充実 

（１） 子育て支援サービス 

  平成２９年度ブックスタートのひろば、おひざで絵本等参加人数 

実績 １７，６６６人 目標値 ２３，０００人 

 

【参加人数内訳】 

ア ブックスタート事業 

年度 絵本配布率 ひろば開催回数 ひろば参加人数 

平成２９年度 ８１％ １，２２１回 １４，０２６人 

平成２８年度 ８５．１％ １，２２１回 １６，１６１人 

イ おひざで絵本 ブックスタートを終了した２、３歳児とその保護者を対象にした読み聞かせの会 

年度 開催回数 参加人数 

平成２９年度 ３８２回 ３，６４０人 

平成２８年度 ４４１回 ３，８１０人 

ウ 抱っこで絵本講座  

  ※１歳の幼児とその保護者を対象に絵本の読み方のコツを伝授する３回連続講座 

     平成２９年度 ４８回 参加人数 ４９３名 

エ 育児相談  江坂  １回 参加人数 １２名 

  平成２４年度から「保健師のなんでも相談」として複数館で実施していましたが、

平成２９年度は乳幼児の参加の多い江坂図書館で０、１歳児の幼児とその保護者を

対象に実施しました。子育て支援として気軽に子育てについての質問ができる環境

の提供を目的に、これまでブックスタートのひろば終了後に実施していましたが、

平成２９年度は子供の生活リズムを考慮して、単独行事として実施しました。 

オ 親子で絵本とわらべうた ２０回 参加人数 ２４８名 

  ※乳幼児とその保護者を対象に、絵本やわらべうたを楽しむ５回連続講座（中央で

開催） 
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（２）学校連携 

  平成２９年度図書館見学等学校連携事業参加人数 

実績 ２，６０６人 目標値 ２，３００人 

  

【参加人数内訳】 

事業等名称 回数等 参加人数 

図書館見学（※１） ２９回 １，８４２人 

ごりまる学校訪問（※２） ２回   １５２人 

学校訪問（※３） ８回   ４３９人 

職業体験（※４） ３５回   １７３人 

 ※１ 図書館見学：学年単位で図書館見学を受け入れ、図書館の利用案内、パネルシア 

ター、大型紙芝居、絵本の読み聞かせ、ブックトークによる本の紹介などを行う 

事業です。町たんけん授業や、職業インタビューも含んでいます。 

※２ ごりまる学校訪問：自動車文庫の車両で、司書が学校を訪問して、図書館の利用

案内、パネルシアターなど先生と相談し実施しています。 

 ※３ 学校訪問：図書館から各園・校に出向き利用方法の説明や、読み聞かせ、ブック

トーク（本の紹介）などを行う。 

 ※４ 職業体験：市内の中学校から職業体験生を１回１校１～４人、１～３日で受入れ、

貸出、返却などのカウンター業務の他、図書を書架に並べたり本にビニールフィ

ルムを貼るなどの作業や絵本・紙芝居の読み聞かせなどの実習を行います。 

 

ア 団体貸出      ５８６件   ９，０９４冊 

 イ ごりまる便      ５２校   １，７９４冊 

   ※月２回自動車文庫のバスで団体貸出の本を学校に配達し、回収を行う事業です。 

 ウ 「もうよんだかな」セットの貸出  ２２校 ５，１６０冊 

   過去の夏休み文庫で紹介した本（「もうよんだかな？」と「てくてく」に掲載分）を

学年に合わせて４０冊をセットにして学校に１学期間貸出しました。自動車文庫の

車両で配達と回収を行いました。 

 エ リサイクル図書の移譲 １６校 １，１５７冊 

   図書館で使わなくなった図書を、市民に提供する前に案内し移譲しました。 

 

（３）児童会館・児童センターとの連携 

   図書館で使わなくなった図書や雑誌を移譲し、資料の有効活用を図りました。出前

講座を行いました。 
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（４）講座・講演会の開催   

  平成２９年度児童文学に係る講座・講演会等の参加者数 

実績 ４０７人 目標値 ４３０人 

  

【児童文学に係る講座講演会参加者内訳】 

 ア 子どもと本の講座 

 （ア）「イタリア児童文学を楽しむために」 講師 吉冨 文 氏 

     ４回 参加延人数 １４５人 

 （イ）「住まいの絵本と出会う」   

     ４回 参加延人数 ９０人 

  イ 講演会 

   「第３４回子どもと本のまつり講演会」  講師 池田 正孝 氏 

     ３月１１日  参加延人数 ８９人 

   「ウォルター・クレインの絵本」 講師 正置 友子 氏 

     １２月２日 参加人数 ４０人 

 ウ 後援事業 

   「編集者・翻訳家さくまゆみこ氏講演会」吹田子どもの本連絡会主催（子どもゆめ

基金助成事業） 

     １２月１０日   ４３名 

（５）吹田市出前講座その他講師派遣 

  児童生徒の読書活動の振興を目的とする出前講座、講師派遣事業参加人数 

実績 １，１４５人 目標値 １，７００人 

 

【参加人数内訳】 

 中央 千里 北千里 さんく 江坂 ちさと 千里丘 山駅 山田 計 

回数 6 7 0 4 2 5 3 6 1 34 

人数 125 121 0 221 48 495 48 67 205 1,145 

 

 

取組みに対する 

【図書館の自己評価】   

               図書館の自己評価 

  

 

 

 

Ｂ 
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〔成果１〕図書館独自の子育て支援の講座に加え、公民館や児童センター、地域への出前

講座、講師派遣を行い喜ばれています。依頼があれば必ず出かけていきます。 

〔成果２〕地域館で各小学校の読書活動支援者との交流会を実施し、交流が深まりました。 

〔成果３〕図書館のホームページの「学校支援のページ」を充実しＰＲに努めました。「ご

りまる便」の受付などをホームページ経由にした結果、学校への団体貸出の件数

や「ごりまる便」の利用がさらに増加しました。 

〔成果４〕学研図書館部会への研修をはじめ、学校や幼稚園、保育園の先生が図書館を利

用しやすいように毎年案内を送付しています。 

〔成果５〕地域館より市内全小学校への図書室訪問を実施しました。 

〔課 題〕読書活動支援者を通じて学校へのサポートを継続していきます。貸出について

は、自動車文庫の車を活用するなど努力していますが、定期的な物流の確保が引

き続きの課題です。 

 

【図書館協議会の評価】 

                

協議会の評価 

   Ｂ 
 

〔成果 1〕「赤ちゃん会」への参加など、地域の子育て支援を図書館としてサポートしてい

る。各図書館でブックスタートのひろば、おひざで絵本も恒常的に開催されている。

同時に保護者への絵本の読み方やわらべうたの連続講座も開催されている。保健師

の育児相談も江坂図書館で実施されている。 

公民館、児童センターなどの連携とともに地域へ出前講座、講師派遣も取り組まれ

ている。 

「わが都市すいたの教育ビジョン：中間見直し版」でも放課後の子どもの居場所充

実があげられている。図書館では以前からごりまる便活用の学校訪問など、取組み

がすすめられてきた。図書館サービスがひとりひとりの子どもに届く努力がされて

いる。 

学研図書館部会への研修や図書館見学等学校連携事業など増えている。地域館での

学校訪問も取り組まれている。 

 

〔課題 1〕吹田市においては、平成１９年に策定された「吹田市子ども読書活動推進計画」

が平成２４年度に改訂されましたが、その後の取組みはありません。大阪府におい

ては平成２８年３月に子ども読書推進計画が策定され２０２０年度までにさまざま

な読書活動に関わる取組みがなされようとしています。 
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大阪府内各市においても、第二次・第三次子ども読書活動推進計画が策定、実施

されてきています。吹田市では今後どのように進められる予定でしょうか。できれ

ば市民も加えての、子ども読書推進計画会議が設けられて、市民とともに計画案が

策定されることを願っています。 

いい図書館運営は、いい学校図書館の機能充実につながります。子ども読書活動

推進計画の進め方もしかりと思います。子どもたちの読書環境づくりに公共図書館

としてのサポートをさらにお願いするところです。 

〔課題 2〕「わが都市すいたの教育ビジョン：中間見直し版」が示されている。総合教育会

議を中心に全市的に教育ビジョンの実現に力を注いでいる。その中に図書館の存在、

子ども読書の推進を全市的な取り組みとして位置付けて欲しい。社会の変化や情報

化の中で子ども達にしっかりした力をつけるには読書環境の整備と読書を支える人

材が必要だ。 

公立小中学校図書館に読書活動支援員が配置されて、状況の改善は進んでいる。１

校１名の専任配置と努力されているが、学校図書館の整備はやっと始まったばかり

と考える。一人一人の児童生徒に図書館サービスが届くには不充分な状況である。

図書館のみの努力ではさらなる進展はむずかしい状況なので、市民と行政が一体と

なっての事業推進が大切だと思う。特に組織面の整備、資料整理方法の統一等課題

が多い。 

〔課題 3〕平成３０年度より、「読書活動支援者」が市内全小学校に「１校専任」となりま

した。図書館との連携はなにより大きい。ただ、今の採用条件では年度途中に欠員

がでるなど、不備が生じている。 

 

 

   平成 29 年度 図書館事業評価一覧 自己評価 協議会評価 

基本目標     

１ 

地域の情報拠点として、いつでも、どこでも、だれにでも、役立つ図書館サ

ービスを目指します。 

取組み 1 図書館施設及びサービス網の整備 Ａ Ａ 

2 利用促進 Ｂ Ｂ 

3 資料と情報の提供 Ｂ Ｂ 

基本目標

２ 

生涯学習を支援して、仕事や暮らしを豊かにする図書館サービスを目指しま

す。 

取組み 1 施設や地域との連携 Ａ Ａ 

2 自己実現の援助   Ａ Ａ 

3 障がい者並びに来館困難者へのサービスの充実 Ａ Ａ 

4 特色あるサービス Ｂ Ｂ 
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基本目標

３ 

子育てや学校の支援を通して、子どもの健やかな成長に役立つ図書館サービ

スを目指します。 

取組み 1 子ども読書活動支援センター機能の充実 Ｂ Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

総合評価 

【図書館の自己評価】 

平成２９年度は障がい者サービスの充実に重点を置

き取り組みました。来館困難な人への本の郵送サービス

を開始したり、知的障がい者の図書館利用の促進など、

障がい者の図書館利用に際しての合理的配慮への取り

組みに成果がありました。 

吹田市の他部局との連携で、サービスの充実を図りま

した。毎年好評の文化スポーツ推進室との運動講座の開

催や庁内ＬＡＮでの図書館からの情報発信の効果があ

り、千里図書館では、地域経済振興室と連携して、起業

コーナーを設置しました。 

中央図書館と北千里分室等の地域館拡充の施設整備

については、今後も主体的に取り組んでいきます。 

学校との連携では、物流の確保が課題となっており、

定期的な学校への配本方法を引き続き検討していきま

す。 

市民協働をすすめながら今後もサービスを展開して

いきます。 

 

【図書館協議会の評価】 

平成２９年度に計画された取り組みを着実に進め、成

果を上げています。更なるサービス向上のために、利用

者として、成人市民、ヤングアダルト、子どものみなら

ず、障がい者、高齢者、外国人、ビジネス利用者、行政

職員に向けてのサービスを、今後とも充実させて行くこ

とが重要です。 

 また館別に立てている取り組み方針とその成果を明

確にすると共に、お互いに成果を共有し、各館がその利

用者の特色に併せたサービスを行うようにする必要が

あります。 

 相対的に見て、吹田市立は図書館サービスが高い状態

で維持されていると考えております。 

 平成２９年度はＪＲ岸辺駅前の新図書館建設計画と

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 
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いう一大プロジェクトの進行もあったかと思います。図

書館分室が近所に設置されて喜ぶ住民や、分室が多過ぎ

ると言う住民の方もいます。こういった意見をもっと多

く発信してもらえるよう、市民協働の範囲の拡充を望み

ます。そのためにも、他のアカデミックな研究グループ

に参加したり、吹田市の他部局との連携は大変効果的だ

と考えられます。学校図書館においても、学校全体で学

校図書館を運営する姿勢のことを「チーム学校」と表現

しています。これに倣い「チーム吹田市」として、図書

館関係者内だけでなく行政と市民全体で図書館の方針

を考え、運営することができれば欠点の無い図書館運営

が実現できるでしょう。そのためには図書館運営に興味

を持ってもらえる人を１人でも増やすことを目的とし

たアピールが広範囲に届くよう、発信力と広報力の強化

が必要だと考えています。 

ＳＮＳに関しては、どれだけ発信したかという量の評価

も大事ですが、今後はどれだけ読まれたか、どれだけ拡

散したかという質の評価も重視していっていただけれ

ばと思います。 各小学校・中学校側の図書館事業への

協力が今一つ足りないと感じられるので、目に見える形

での協力が得られるように対策を講じたい。大阪府内の

他自治体と比較しても、吹田市立図書館は質の高いサー

ビスを行っていると思う。図書館のネットワーク整備、

実質貸出密度、資料費、予約数、相互貸借など全体的な

運営に安定的なサービス体制に努力してきた。市行政の

中でも市民に実感されやすい図書館サービスの関心は

高い。 

第７期吹田市立図書館協議会では、平成２９年１１月 

３０日「吹田市立図書館への要望書」をまとめた。その

中でも公共図書館と学校図書館の連携が一番に取り上

げられている。学校図書館のために市立図書館が努力し

ている姿勢は評価できる。教育行政の重要な点として、

全市的に取り組んでいただきたい。必要な時に必要な情

報資料が学校現場で活用できるように、より一層の努力

をお願いしたい。 

また、吹田市立図書館協議会が平成２７年１１ 月「吹
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田市立中央図書館の再整備のあり方について」答申をし

た。市民参加の図書館協議会の意見が行政の中に届き、

長年懸案であった岸部地区の整備が実現した。中央図書

館の耐震工事が決まり、図書館システムの中核としてそ

の機能が果たせるように、今後の議論に期待したい。 

法律にも定められた「子ども読書推進計画」は大阪府で

は平成２８年３月に第３次を策定している。図書館だけ

のがんばりではできない大きな施策である。吹田市でも

子どもに関わるすべての市民とともに歩める、次の『吹

田市子ども読書活動推進計画』策定ための体制作りに取

り組んで欲しい。 

子供たちは、本を読むことが大好きです。（もちろん

読んでもらうことも）それは、幼少の時期のみならず小

学生、中学生、高校生と年齢が上がって同じだと感じて

います。「心豊かな子供の育成」に欠かせない本。でも、

その反面、小学校の図書室では、昔から親しまれている

本があまり読まれず、意外と昔話を知らない子もいま

す。子供の読書活動をより進めていただくために市全体 

として関係機関と市民の連携の中で図書館の力に期待

するものです。 

 


